
八幡浜地区施設事務組合の位置及び地勢

　当地域は、愛媛県の西南部に位置し、昭和59年4月1日、中核にあたる八幡浜市(東経132度

26分18秒・北緯33度27分22秒）と西宇和郡5町（保内町・伊方町・瀬戸町・三崎町・三瓶町）

による組合消防体制が整備された地域である。市町村合併に伴い、平成16年4月1日、三瓶町

が東宇和郡４町と合併し「西予市」となったが、旧三瓶町の区域については、引き続き当組

合が事務を共同処理することとなった。さらに平成17年３月28日、八幡浜市と保内町が合併

し「八幡浜市」、同年4月1日、伊方町・瀬戸町・三崎町が合併し「伊方町」となり、現在２

市１町で事務を共同処理している。

　地形は東と南の二方は山に囲まれ、山系を境にして大洲市(大洲地区広域消防管内)と、西

予市宇和町(西予市消防管内)に接し、北は瀬戸内海の伊予灘に山が海岸まで隣接し、またリ

アス式海岸特有の入江が多く、細長い佐田岬半島が延々52kmにわたり豊後水道に延びている。

　また、これらの地域のほとんどが山間地帯であり、平坦部は八幡浜市・保内町・西予市三

瓶町にわずかに開け、市街地を形成しているが、その他の地域は山すそと海岸のわずかな平

坦部に集落が点在している。

　しかし、当地域は四国の最先端に位置することから、九州大分県の各都市を結ぶ海上交通

の基点とともに、陸上交通としては、国道197号線が大分市まで通じている。

　また、漁業基地港としても西日本屈指の港としてひらけている。
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